
(57)【要約】

【課題】

　本発明の課題は、遠心機用スイングロータのスイング

不良を低減し、更にバケットの寿命向上を図ることであ

る。

【解決手段】

　ロータピン２の外径面にバケット５を点もしくは線接

触させるとともに、バケット５とロータピン２との接触

部近傍に応力が集中しないような構造とするために、バ

ケット５に係合部環状溝３を設け、かつ環状溝にアール

部９を設ける構造にする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
駆 動 装 置 に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 軸 と 、 該 回 転 軸 に 装 着 さ れ る ロ ー タ ボ デ ィ と 、 該 ロ ー タ
ボ デ ィ に 形 成 さ れ た バ ケ ッ ト 収 納 部 と 該 バ ケ ッ ト 収 納 部 に 配 置 さ れ た 円 柱 状 の ピ ン 部 と 、
該 ピ ン 部 と ピ ン 係 合 部 を 介 し て し 揺 動 可 能 に 配 さ れ る 複 数 の バ ケ ッ ト を 有 す る ス イ ン グ ロ
ー タ を 備 え た 遠 心 機 に お い て 、 前 記 ピ ン 係 合 部 に 環 状 溝 を 設 け 、 前 記 ピ ン 部 端 面 と 、 ピ ン
係 合 部 端 面 と の 隙 間 よ り も 、 係 合 部 環 状 溝 の 幅 の 方 が 大 き く な る よ う 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る ス イ ン グ ロ ー タ を 備 え た 遠 心 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 係 合 部 環 状 溝 に 環 状 溝 ア ー ル 部 を 設 け 、 該 環 状 溝 ア ー ル 部 の 曲 率 半 径 を 前 記 係 合 部 環
状 溝 の １ ／ ２ に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 遠 心 機 。
【 請 求 項 ３ 】
駆 動 装 置 に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 軸 と 、 該 回 転 軸 に 装 着 さ れ る ロ ー タ ボ デ ィ と 、 該 ロ ー タ
ボ デ ィ に 形 成 さ れ た バ ケ ッ ト 収 納 部 と 該 バ ケ ッ ト 収 納 部 に 配 置 さ れ た 円 柱 状 の ピ ン 部 と 、
該 ピ ン 部 と ピ ン 係 合 部 を 介 し て し 揺 動 可 能 に 配 さ れ る 複 数 の バ ケ ッ ト を 備 え た ス イ ン グ ロ
ー タ に お い て 、 前 記 ピ ン 係 合 部 に 環 状 溝 を 設 け 、 前 記 ピ ン 部 端 面 と 、 ピ ン 係 合 部 端 面 と の
隙 間 よ り も 、 係 合 部 環 状 溝 の 幅 の 方 が 大 き く な る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス
イ ン グ ロ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 係 合 部 環 状 溝 に 環 状 溝 ア ー ル 部 を 設 け 、 該 環 状 溝 ア ー ル 部 の 曲 率 半 径 を 前 記 係 合 部 環
状 溝 の １ ／ ２ に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス イ ン グ ロ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遠 心 機 お よ び 遠 心 機 用 ロ ー タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ を 図 ５ 、 図 ６ 、 を 用 い て 説 明 す る 。 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ
ー タ に は 種 々 の も の が あ る が 、 一 般 的 に は ロ ー タ ボ デ ィ の 外 周 部 に 設 け ら れ て い る １ 対 の
ロ ー タ ア ー ム 部 １ で 形 成 さ れ る バ ケ ッ ト 収 納 部 １ ２ の 対 向 す る 側 面 に ス イ ン グ の 支 点 と な
る 円 筒 状 の ロ ー タ ピ ン ２ が 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 試 料 を 入 れ る バ ケ ッ ト ５ の 両 側 面 に は
ロ ー タ ピ ン ２ に 係 合 す る よ う に ピ ン 係 合 部 ７ を 形 成 し 、 ロ ー タ ピ ン ２ と 係 合 し て ス イ ン グ
す る 。 ロ ー タ ピ ン ２ は ロ ー タ ア ー ム 部 １ と 一 体 化 も し く は 円 筒 状 の 別 部 材 を ロ ー タ ア ー ム
部 １ に 設 け た 貫 通 穴 に 取 り 付 け る 場 合 が あ る 。 ど ち ら の 場 合 も 、 ロ ー タ が 回 転 す る と 遠 心
力 が バ ケ ッ ト ５ に 作 用 し て バ ケ ッ ト 回 転 中 心 ６ を 中 心 に し て 、 水 平 方 向 に ９ ０ ° に ス イ ン
グ で き る 構 造 と な っ て い る 。 ま た 、 バ ケ ッ ト の 上 面 に 密 閉 用 の キ ャ ッ プ を 設 け る 場 合 も あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 は 、 こ の ロ ー タ ピ ン ２ と バ ケ ッ ト ５ の ピ ン 係 合 部 ７ の 接 触 部 は 、 バ ケ ッ ト ５ や 試 料
１ ４ の 遠 心 力 の 荷 重 に 耐 え る よ う に 接 触 面 積 を 増 や す よ う に 相 似 形 状 で 形 成 さ れ て い る 。
そ の た め 接 触 部 分 が 多 く 、 繰 り 返 し の ス イ ン グ に よ る 磨 耗 で ロ ー タ ピ ン ２ と ピ ン 係 合 部 ７
の 接 触 部 が 傷 つ く た め 、 接 触 抵 抗 が 増 加 し ス イ ン グ 不 良 を 起 こ し や す く な り 、 最 悪 の 場 合
は ロ ー タ の 回 転 が 停 止 し て も バ ケ ッ ト が 水 平 状 態 か ら 戻 ら な い こ と が あ る 。 ま た 、 ス イ ン
グ に よ る 磨 耗 で 生 じ た 傷 に よ り 、 バ ケ ッ ト ５ の 接 触 境 界 ８ に あ る 傷 が 切 欠 き と な り き 裂 が
発 生 し 、 き 裂 先 端 近 傍 に 接 触 応 力 特 異 点 が 生 じ る た め バ ケ ッ ト ５ の 短 寿 命 の 要 因 と な っ て
い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 許 公 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ３ ３ ８ ８ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 ロ ー タ ピ ン の 先 端
が 外 径 方 向 に テ ー パ 形 状 に 広 が り 遠 心 中 は ロ ー タ ピ ン と バ ケ ッ ト 凹 部 が 線 接 触 し 、 停 止 中
は 点 も し く は 線 接 触 と な り 接 触 面 が 傷 つ き 難 く ス イ ン グ 不 良 が 起 き に く い 手 段 を 設 け る こ
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と が 提 案 さ れ て い る 。 遠 心 中 は バ ケ ッ ト と ピ ン 間 が 線 接 触 と な る こ と に つ い て は 記 載 さ れ
て い る が 、 バ ケ ッ ト と ロ ー タ ピ ン 間 が 常 に 点 接 触 と な る よ う な 構 成 に つ い て は 何 も 記 載 さ
れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 実 開 平 ６ － ３ ９ １ ４ ０ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 係 合 ピ ン と バ ケ ッ ト を 線 接 触 さ
せ て 接 触 部 分 を 大 き く す る 構 造 が 提 案 さ れ て お り 、 ま た 、 実 開 平 ６ － ３ ９ １ ４ １ に 記 載 さ
れ て い る よ う に 、 バ ケ ッ ト の 係 合 部 の 反 対 面 に 補 強 部 材 を 設 け る こ と が 提 案 さ れ て い る が
、 バ ケ ッ ト の 係 合 部 に ロ ー タ ピ ン の 円 周 外 周 方 向 に 環 状 の 溝 を 設 け た こ と に つ い て は 何 も
記 載 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ３ ３ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ６ － ３ ９ １ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ６ － ３ ９ １ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 し た 従 来 の ス イ ン グ ロ ー タ で は 、 繰 返 し 使 用 す る う ち に ロ ー タ ピ ン と バ ケ ッ ト の 係
合 面 で 固 着 す る 現 象 が 発 生 す る こ と が あ る 。 こ の 現 象 は 、 ロ ー タ ボ デ ィ や バ ケ ッ ト が 遠 心
力 に よ っ て 変 形 し 、 そ の 際 、 係 合 部 の 接 触 部 で 磨 耗 粉 や バ ケ ッ ト の 回 動 方 向 の 擦 り 傷 等 が
発 生 し 、 揺 動 し 難 く な る こ と に 起 因 す る 。 こ の 場 合 、 対 称 位 置 に あ る バ ケ ッ ト の 揺 動 状 態
が 不 揃 い と な り ア ン バ ラ ン ス 運 転 と な っ て 回 転 振 動 が 大 き く な っ た り 、 回 転 停 止 時 に バ ケ
ッ ト が 傾 い た ま ま 停 止 し て 試 料 が こ ぼ れ て し ま い 、 最 悪 の 場 合 、 ロ ー タ や 遠 心 機 の 損 傷 に
繋 が り 使 用 者 の 財 産 を 損 ね る 可 能 性 が あ っ た 。 ま た 、 遠 心 中 に バ ケ ッ ト と ロ ー タ ピ ン の 接
触 境 界 の 部 分 に バ ケ ッ ト の 変 形 に よ る ロ ー タ ピ ン 中 心 軸 方 向 に 引 張 り 荷 重 が 働 き 、 上 記 し
た 擦 り 傷 が 切 欠 き 効 果 と な り 、 応 力 集 中 を 起 こ し 、 バ ケ ッ ト の 寿 命 が 低 下 す る 欠 点 が あ っ
た 。 本 発 明 の 目 的 は 、 前 述 の 遠 心 分 離 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ の 問 題 を 解 消 し 、 バ ケ ッ ト の 揺
動 動 作 が 常 に ス ム ー ズ に 回 動 で き る 構 造 を 提 供 し 、 さ ら に バ ケ ッ ト の 寿 命 を 改 善 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 駆 動 装 置 に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 軸 と 、 該 回 転 軸 に 装 着 さ れ る ロ ー タ ボ デ ィ と 、 該 ロ ー
タ ボ デ ィ に 形 成 さ れ た バ ケ ッ ト 収 納 部 と 該 バ ケ ッ ト 収 納 部 に 配 置 さ れ た 円 柱 状 の ピ ン 部 と
、 該 ピ ン 部 と ピ ン 係 合 部 を 介 し て し 揺 動 可 能 に 配 さ れ る 複 数 の バ ケ ッ ト を 有 す る ス イ ン グ
ロ ー タ を 備 え た 遠 心 機 に お い て 、 前 記 ピ ン 係 合 部 に 環 状 溝 を 設 け 、 前 記 ピ ン 部 端 面 と 、 ピ
ン 係 合 部 端 面 と の 隙 間 よ り も 、 係 合 部 環 状 溝 の 幅 の 方 が 大 き く な る よ う 構 成 す る こ と に よ
っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 係 合 部 環 状 溝 に 環 状 溝 ア ー ル 部 を 設 け 、 該 環 状 溝 ア ー ル 部 の 曲 率 半 径 を 前
記 係 合 部 環 状 溝 の １ ／ ２ に 設 け る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
ま た 、 駆 動 装 置 に よ っ て 回 転 さ れ る 駆 動 軸 と 、 該 回 転 軸 に 装 着 さ れ る ロ ー タ ボ デ ィ と 、 該
ロ ー タ ボ デ ィ に 形 成 さ れ た バ ケ ッ ト 収 納 部 と 該 バ ケ ッ ト 収 納 部 に 配 置 さ れ た 円 柱 状 の ピ ン
部 と 、 該 ピ ン 部 と ピ ン 係 合 部 を 介 し て し 揺 動 可 能 に 配 さ れ る 複 数 の バ ケ ッ ト を 備 え た ス イ
ン グ ロ ー タ に お い て 、 前 記 ピ ン 係 合 部 に 環 状 溝 を 設 け 、 前 記 ピ ン 部 端 面 と 、 ピ ン 係 合 部 端
面 と の 隙 間 よ り も 、 係 合 部 環 状 溝 の 幅 の 方 が 大 き く な る よ う 構 成 さ れ る こ と に よ っ て 達 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 係 合 部 環 状 溝 に 環 状 溝 ア ー ル 部 を 設 け 、 該 環 状 溝 ア ー ル 部 の 曲 率 半 径 を 前
記 係 合 部 環 状 溝 の １ ／ ２ に 設 け る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ の ス イ ン グ 性 を 向 上 し
、 更 に バ ケ ッ ト の 長 寿 命 化 が 図 れ 、 安 全 性 が 高 い バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 を 提 供 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ の 一 実 施 形 態 を 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ７ を 用
い て 説 明 す る 。
図 １ は 遠 心 機 ２ ０ に 本 発 明 の 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ １ ０ と 、 こ の 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー
タ １ に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ た バ ケ ッ ト の 装 着 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 点 線 で 描 か れ た バ
ケ ッ ト ５ は ロ ー タ １ ０ が 停 止 中 の 状 態 を 表 し 、 実 線 で 描 か れ て い る の が 、 ロ ー タ １ ０ が 回
転 中 の 状 態 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ １ ０ は 、 遠 心 機 ２ ０ の 回 転 室 ２ ２ に 突 出 す る よ う 配 置 さ れ た 駆
動 装 置 ２ ３ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る よ う 配 置 さ れ 、 回 転 室 ２ ２ の 上 部 に は 、 遠 心 機 ２ ０ か
ら ロ ー タ １ ０ 、 バ ケ ッ ト ５ ま た は 、 試 料 １ ４ の 入 っ た 試 料 容 器 １ ３ を 取 出 す た め の ド ア ２
５ が 開 閉 可 能 の 配 置 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 ロ ー タ ピ ン ２ に バ ケ ッ ト ５ を 取 り 付 け た 状 態 を
示 す 断 面 図 で あ り 、 １ は ロ ー タ ア ー ム 部 、 ２ は ロ ー タ ピ ン 、 ３ は 係 合 部 環 状 溝 、 ５ は バ ケ
ッ ト 、 ６ は バ ケ ッ ト 回 転 中 心 、 ８ は 接 触 境 界 、 ９ は 環 状 溝 ア ー ル 部 で あ る 。 な お 、 本 実 施
例 で は ロ ー タ ピ ン ２ と ロ ー タ ボ デ ィ １ １ が 別 部 品 で 構 成 さ れ て い る が 、 ロ ー タ ピ ン ２ と ロ
ー タ ボ デ ィ １ １ は 一 体 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 駆 動 装 置 ２ ３ の 回 転 軸 ２ ４ を 介 し て 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ が 回 転 す る こ と に よ り 、 ロ
ー タ の バ ケ ッ ト 収 納 部 １ ２ に 揺 動 可 能 に 配 さ れ る 複 数 の バ ケ ッ ト ５ が 遠 心 力 に よ り バ ケ ッ
ト 回 転 中 心 ６ を 中 心 に 水 平 方 向 に ９ ０ ° ス イ ン グ す る 構 造 と な っ て い る 。 図 ２ は ロ ー タ ピ
ン ２ 付 近 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ３ の Ａ － Ａ 断 面 図 で バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン ２
の 接 触 部 を 示 し 、 ２ は ロ ー タ ピ ン 、 ７ は ピ ン 係 合 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で 最 も 重 要 な 点 は 、 隙 間 を 有 す る よ う 形 成 さ れ た 係 合 部 環 状 溝 ３ の 溝 幅 Ｌ ２
が バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン の 端 面 の 距 離 Ｌ １ よ り 大 き く （ Ｌ ２ ＞ Ｌ １ ） と な る よ う に 構 成
さ れ て い る 点 と 、 ロ ー タ ピ ン ２ に バ ケ ッ ト ５ セ ッ ト し た 状 態 で の 、 バ ケ ッ ト 回 転 中 心 ６ （
ロ ー タ ピ ン ２ の 中 心 軸 ） ロ ー タ ピ ン ２ の 外 形 面 ま で の 距 離 Ｌ ３ （ ロ ー タ ピ ン ２ の 半 径 ） よ
り も バ ケ ッ ト 回 転 中 心 ６ と 係 合 部 環 状 溝 ３ の 頂 点 ま で の 距 離 Ｌ ４ が 大 き く （ Ｌ ４ ＞ Ｌ ３ ）
な る よ う 設 け ら て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 係 合 部 環 状 溝 ３ が 形 成 さ れ る 理 由 は ２ つ あ る 。 １ つ は 、 ロ ー タ ピ ン ２ と バ ケ ッ ト ５ の 接
触 位 置 ４ の 線 接 触 部 を 極 力 小 さ く す る か 、 も し く は 点 接 触 に す る た め で 、 線 接 触 部 を 極 力
小 さ く す る か 、 も し く は 点 接 触 に す る こ と に よ り ロ ー タ ピ ン ２ と バ ケ ッ ト ５ の 係 合 部 で の
磨 耗 粉 や 擦 り 傷 の 範 囲 が 減 少 す る こ と に よ り 、 摩 擦 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き バ ケ ッ ト の
揺 動 が 容 易 と な り 、 バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン の 固 着 す る 現 象 が 大 幅 に 改 善 さ れ る た め で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 た だ し 、 接 触 部 分 が 減 少 す る た め 、 遠 心 中 の バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン ２ の 接 触 部 分 の 圧
力 が 従 来 の 構 造 の も の と 比 較 し て 大 き く な る が 、 接 触 位 置 ４ 部 分 に 生 じ る 応 力 は 圧 縮 応 力
が 支 配 的 で あ り バ ケ ッ ト の 寿 命 に 及 ぼ す 影 響 は 殆 ど 無 い 。 実 際 に 図 ３ に 記 載 し た 本 発 明 の
実 施 形 態 と 従 来 形 態 の 図 ３ 、 図 ４ と 寿 命 比 較 し た 結 果 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 従 来 形 態 と 同
等 以 上 の 寿 命 を 示 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 も う １ つ の 理 由 は 、 限 ら れ た 空 間 で よ り 大 き な ア ー ル 部 を 設 け る た め で あ る 。 環 状 溝 ア
ー ル 部 ９ に は 、 バ ケ ッ ト ５ 自 身 と そ の 中 に 装 填 さ れ る 試 料 １ ４ お よ び 試 料 容 器 １ ３ の 遠 心
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力 に よ る 荷 重 が 作 用 す る た め 応 力 が 集 中 し て し ま う 。 そ の た め 、 環 状 溝 ア ー ル 部 ９ は 大 き
け れ ば 大 き い ほ ど 応 力 を 緩 和 で き る 。 本 実 施 例 で は 、 環 状 溝 ア ー ル 部 ９ の 曲 率 半 径 は 係 合
部 環 状 溝 ３ の 溝 幅 Ｌ ２ の １ ／ ２ （ Ｌ ２ ／ ２ ） と な っ て い る 。 な お 、 応 力 的 に 余 裕 が あ る 場
合 は 、 曲 率 半 径 を 係 合 部 環 状 溝 ３ の 溝 幅 Ｌ ２ の １ ／ ２ 以 下 に 設 け て も 良 い こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 形 態 に す る こ と に よ り 、 接 触 境 界 ８ 部 分 に は バ ケ ッ ト ５ の 変 形 に よ る バ
ケ ッ ト 回 転 中 心 ６ 方 向 引 張 り 荷 重 が 働 か な い の で 、 バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン ２ の 摺 動 部 に
生 じ た バ ケ ッ ト の 回 動 方 向 の 擦 り 傷 に よ る 応 力 集 中 が 生 じ な い た め 、 バ ケ ッ ト ５ の 寿 命 が
向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 従 来 の ス イ ン グ ロ ー タ で 問 題 で あ っ た 係 合 部 の 接 触 部 の 磨 耗 粉 や 擦 り
傷 等 に よ る 揺 動 の 悪 化 に よ る 回 転 振 動 の 増 大 や 、 バ ケ ッ ト ５ と ロ ー タ ピ ン ２ の 接 触 位 置 ４
に 作 用 し て い た 応 力 集 中 に よ る バ ケ ッ ト の 強 度 低 下 が 、 バ ケ ッ ト ５ に 係 合 部 環 状 溝 ３ を 設
け 、 か つ 環 状 溝 に ア ー ル 部 ９ を 設 け る 構 造 に す れ ば 、 こ れ ら 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ を 遠 心 機 に 採 用 し た 状 態 を 示 す 一 実 施 形 態 の 部
分 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ の 一 実 施 形 態 の 平 面 部 。
【 図 ３ 】 本 発 明 遠 心 機 用 バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 の 一 実 施 形 態 を 示 す 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 遠 心 機 用 バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 ３ の 部 分 拡 大 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 遠 心 機 用 バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 の 一 例 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 遠 心 機 用 バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 の 一 例 を 示 す 要 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 遠 心 機 用 バ ケ ッ ト 取 付 け 構 造 の Ａ － Ａ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ は ロ ー タ ア ー ム 部 、 ２ は ロ ー タ ピ ン 、 ３ は 係 合 部 環 状 溝 、 ４ は 接 触 位 置 、 ５ は バ ケ ッ
ト 、 ６ は バ ケ ッ ト 回 転 中 心 、 ７ は ピ ン 係 合 部 、 ８ は 接 触 境 界 、 ９ は 環 状 溝 ア ー ル 部 、 １ ０
は 遠 心 機 用 ス イ ン グ ロ ー タ 、 １ １ は ロ ー タ ボ デ ィ 、 １ ２ は バ ケ ッ ト 収 納 部 、 １ ３ は 試 料 容
器 、 １ ４ は 試 料 、 ２ ０ は 遠 心 機 、 ２ ２ は 回 転 室 、 ２ ３ は 駆 動 装 置 、 ２ ４ は 回 転 軸 、 ２ ５ は
ド ア で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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